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（１）経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年５月期 11,511 5.9 1,681 174.0 1,779 156.8 1,157 133.8

2023年５月期 10,870 7.8 613 △10.7 693 △8.2 494 △16.3

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2024年５月期 250.19 － 10.2 10.8 14.6
2023年５月期 101.38 － 4.7 4.6 5.6

（参考）持分法投資損益 2024年５月期 －百万円 2023年５月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2024年５月期 17,822 12,236 68.7 2,643.30

2023年５月期 14,990 10,534 70.3 2,280.99

（参考）自己資本 2024年５月期 12,236百万円 2023年５月期 10,534百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2024年５月期 1,924 △185 △107 6,595
2023年５月期 551 △197 △420 4,964

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年５月期 － 8.00 － 9.00 17.00 81 16.8 0.8

2024年５月期 － 9.00 － 15.00 24.00 111 9.6 1.0

2025年５月期
（予想）

－ 15.00 － 15.00 30.00 18.0

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 5,900 1.1 600 △40.0 660 △37.2 462 △36.6 99.89

通期 11,500 △0.1 1,000 △40.5 1,100 △38.2 770 △33.5 166.48

１．2024年５月期の業績（2023年６月１日～2024年５月31日）

（２）財政状態

（３）キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2025年５月期の業績予想（2024年６月１日～2025年５月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年５月期 5,500,000株 2023年５月期 5,500,000株

②  期末自己株式数 2024年５月期 870,766株 2023年５月期 881,617株

③  期中平均株式数 2024年５月期 4,625,087株 2023年５月期 4,881,875株

※  注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更              ：無

③  会計上の見積りの変更                ：無

④  修正再表示                          ：無

（２）発行済株式数（普通株式）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　上記の予想は、本資料の発表日現在における将来の経済環境予想等の前提に基づいて作成したものであり、実際の

業績は、今後種々の要因によって予想数値と異なる場合があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、（添付資料）２ページ

「１．経営成績等の概況(４)今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(１)当事業年度の経営成績の概況

　当事業年度における板紙業界におきましては、新型コロナウイルス感染症の５類移行や政府による各種政策効

果もあり、国内の産業活動全般の正常化が進み、緩やかに景気の回復が続く一方、原燃料価格の高止まりや為替

相場の円安基調等もあり、先行きは不透明となっています。

　こうした経営環境のなか、物価上昇による消費の抑制等の影響で段ボール原紙を中心とした板紙の需要が減退

し、販売数量は減少しましたが、前期に実施した製品価格改定の効果もあり、売上高は前年同期比で増収となり

ました。

また、原料古紙や主な燃料であるＬＮＧの価格は高い水準にはありますが、価格改定の効果等により大きく増益

となりました。

　この結果、当事業年度の売上高は11,511百万円(前期比5.9％増)、営業利益は1,681百万円(前期比174.0％

増)、経常利益は1,779百万円(前期比156.8％増)、当期純利益は1,157百万円(前期比133.8％増)となりました。

 　各セグメントの経営成績は次のとおりであります。

 　○板紙事業

　当事業関連では、段ボール原紙を中心とした板紙の需要が減退したことで販売数量が前期比3.1％減とな

りましたが、前期に実施した製品価格改定の効果等により、売上高は10,240百万円(前期比6.9％増)、セグ

メント利益は1,685百万円(前期比155.0％増)で増収増益となりました。

 　○美粧段ボール事業

　当事業関連では、主力の青果物向け製品は堅調だったものの、製品価格改定に伴うシェア移動等によ

り、売上高は1,270百万円(前期比1.6％減)で減収となりました。損益については製品価格改定の効果等に

より、セグメント損失３百万円(前期はセグメント損失47百万円)と改善しました。

(２)当事業年度の財政状態の概況

　総資産は、17,822百万円で前期末の14,990百万円に比べ、2,832百万円増加いたしました。内訳としては流動

資産が1,812百万円の増加、固定資産が1,019百万円の増加であります。

　流動資産増加の主な要因は、税引前当期純利益の計上による営業キャッシュ・フロー増加により現金及び預金

が1,631百万円増加したことであります。また、固定資産増加の主な要因は、保有銘柄の株価上昇により投資有

価証券が892百万円増加したことであります。

　負債は、5,586百万円で前期末の4,456百万円に比べ、1,130百万円増加いたしました。内訳としては流動負債

が846百万円の増加、固定負債が283百万円の増加であります。

　流動負債増加の主な要因は、未払金225百万円の増加、及び未払法人税等が260百万円増加したことでありま

す。また、固定負債増加の主な要因は、繰延税金負債236百万円の増加であります。

　純資産は、12,236百万円で前期末の10,534百万円に比べ、1,701百万円増加いたしました。主な要因は利益剰

余金1,073百万円の増加、及びその他有価証券評価差額金617百万円の増加であります。

(３)当事業年度のキャッシュ・フローの概況

　当事業年度における現金及び現金同等物の残高は、前期末に比べて1,631百万円増加し、6,595百万円（前期比

32.9％増）となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、1,924百万円の収入（前事業年度は551百万円の収入）となりまし

た。主な要因は、税引前当期純利益1,659百万円、減価償却費312百万円の増加要因によるものであります。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、185百万円の支出（前事業年度は197百万円の支出）となりまし

た。主な要因は、有形固定資産の取得による支出265百万円の減少要因と、利息及び配当金の受取額81百万円の

増加要因によるものであります。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、107百万円の支出（前事業年度は420百万円の支出）となりまし

た。主な要因は、配当金の支払額82百万円によるものであります。

(４)今後の見通し

　翌事業年度の見通しにつきましては、主に包装用資材を製造・販売する当社の営業活動は国内外の景気動向に

大きく影響を受けるところ、今後のわが国経済は雇用・所得環境が改善に向かうなかで緩やかな景気の持ち直し

が期待される一方、円安基調の為替相場、物価の上昇やドライバーの時間外労働の上限規制、いわゆる「物流の

2024年問題」等引き続き不透明な状況が続くことが予測されます。これらは当社の板紙・美粧ケースの販売を左

右する不安要素であり、厳しい経営環境が続くことが予測されます。

　他方、サステナブルな企業経営を実現するため、人的資本への投資と環境負荷低減のための取組も必要不可欠

であります。

　このような状況のもと、当社といたしましては上述のサステナブル経営への取組をはじめ、生産面では従来に

も増して需要に見合った生産体制の構築と更なるコスト低減、営業面では適正価格の維持と新規取引先の開拓を

図り、環境の変化に対応した経営に努めてまいります。

　2025年５月期の業績は売上高11,500百万円、営業利益1,000百万円、経常利益1,100百万円、当期純利益770百

万円を見込んでおります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、国際的な事業展開や資金調達を行っていませんので、日本基準に基づき財務諸表を作成しております。
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(単位：千円)

前事業年度
(2023年５月31日)

当事業年度
(2024年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,964,110 6,595,329

受取手形 580,035 578,711

電子記録債権 1,458,620 1,593,800

売掛金 2,122,545 2,081,953

商品及び製品 410,193 461,823

仕掛品 18,084 14,611

原材料及び貯蔵品 414,319 449,081

前払費用 28,180 28,671

その他 2,191 7,007

貸倒引当金 △2,000 △2,000

流動資産合計 9,996,281 11,808,990

固定資産

有形固定資産

建物 2,320,950 2,354,585

減価償却累計額 △1,721,273 △1,805,911

建物（純額） 599,676 548,674

構築物 479,679 504,779

減価償却累計額 △365,016 △373,609

構築物（純額） 114,662 131,169

機械及び装置 11,087,748 11,360,308

減価償却累計額 △9,893,952 △10,033,469

機械及び装置（純額） 1,193,796 1,326,839

車両運搬具 13,234 13,234

減価償却累計額 △12,542 △13,119

車両運搬具（純額） 691 114

工具、器具及び備品 148,457 168,901

減価償却累計額 △123,886 △128,179

工具、器具及び備品（純額） 24,570 40,722

土地 261,433 261,433

リース資産 93,823 93,823

減価償却累計額 △28,736 △49,968

リース資産（純額） 65,086 43,854

建設仮勘定 30,200 76,487

有形固定資産合計 2,290,116 2,429,294

無形固定資産

ソフトウエア 2,573 1,373

電話加入権 1,269 1,269

商標権 34 4

無形固定資産合計 3,877 2,647

投資その他の資産

投資有価証券 2,672,125 3,564,893

出資金 9,793 9,793

長期前払費用 16,251 4,127

その他 2,300 3,103

投資その他の資産合計 2,700,469 3,581,918

固定資産合計 4,994,464 6,013,860

資産合計 14,990,746 17,822,850

３．財務諸表及び主な注記

(１)貸借対照表
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(単位：千円)

前事業年度
(2023年５月31日)

当事業年度
(2024年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 274,889 151,410

電子記録債務 1,446,710 1,825,006

買掛金 382,845 449,048

リース債務 23,985 22,713

未払金 509,442 734,461

未払費用 723,693 702,938

未払法人税等 142,120 402,919

未払消費税等 56,205 97,811

預り金 7,189 7,283

解体撤去引当金 － 62,775

資産除去債務 － 16,200

その他 59,125 －

流動負債合計 3,626,206 4,472,568

固定負債

リース債務 48,801 25,765

長期未払金 23,171 21,920

繰延税金負債 290,091 526,544

退職給付引当金 468,000 500,516

資産除去債務 － 39,060

固定負債合計 830,063 1,113,807

負債合計 4,456,270 5,586,375

純資産の部

株主資本

資本金 821,070 821,070

資本剰余金

資本準備金 734,950 734,950

その他資本剰余金 34,901 38,754

資本剰余金合計 769,852 773,704

利益剰余金

利益準備金 50,000 50,000

その他利益剰余金

配当準備積立金 58,000 58,000

別途積立金 1,091,419 1,091,419

繰越利益剰余金 6,630,576 7,704,530

利益剰余金合計 7,829,995 8,903,949

自己株式 △509,162 △502,943

株主資本合計 8,911,755 9,995,780

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,622,720 2,240,694

評価・換算差額等合計 1,622,720 2,240,694

純資産合計 10,534,475 12,236,475

負債純資産合計 14,990,746 17,822,850
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(単位：千円)

前事業年度
(自　2022年６月１日

　至　2023年５月31日)

当事業年度
(自　2023年６月１日
　至　2024年５月31日)

売上高 10,870,057 11,511,853

売上原価

商品及び製品期首棚卸高 377,216 410,193

当期製品製造原価 8,494,607 8,138,641

当期商品仕入高 113,521 107,627

合計 8,985,345 8,656,462

他勘定振替高 144 105

商品及び製品期末棚卸高 410,193 461,823

売上原価合計 8,575,007 8,194,533

売上総利益 2,295,050 3,317,319

販売費及び一般管理費

運搬費 852,159 789,217

保管費 4,953 4,972

役員報酬 96,510 102,605

株式報酬費用 10,622 9,862

従業員給料及び賞与 328,572 311,406

福利厚生費 65,716 73,253

退職給付費用 9,229 9,768

支払手数料 80,411 80,313

賃借料 17,432 18,895

減価償却費 29,833 31,159

その他 185,776 203,874

販売費及び一般管理費合計 1,681,219 1,635,328

営業利益 613,831 1,681,990

営業外収益

受取利息 0 42

受取配当金 71,631 81,390

受取賃貸料 5,459 4,156

その他 2,525 12,064

営業外収益合計 79,615 97,654

営業外費用

その他 389 99

営業外費用合計 389 99

経常利益 693,057 1,779,545

特別利益

投資有価証券売却益 20,238 9,456

特別利益合計 20,238 9,456

特別損失

固定資産除却損 － 45,660

減損損失 － 21,386

解体撤去引当金繰入額 － 62,775

特別損失合計 － 129,821

税引前当期純利益 713,295 1,659,180

法人税、住民税及び事業税 290,342 537,109

法人税等調整額 △71,967 △35,111

法人税等合計 218,375 501,997

当期純利益 494,920 1,157,182

(２)損益計算書
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前事業年度
(自　2022年６月１日

　至　2023年５月31日)

当事業年度
(自　2023年６月１日

　至　2024年５月31日)

区分 注記番号 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

Ⅰ材料費 4,557,304 53.7 4,372,982 53.7

Ⅱ労務費 848,780 10.0 852,563 10.5

Ⅲ経費 ※ 3,079,314 36.3 2,909,623 35.8

当期総製造費用 8,485,399 100.0 8,135,168 100.0

期首仕掛品棚卸高 27,293 18,084

合計 8,512,692 8,153,253

期末仕掛品棚卸高 18,084 14,611

当期製品製造原価 8,494,607 8,138,641

項目
前事業年度

(自  2022年６月１日
　至  2023年５月31日)

当事業年度
(自  2023年６月１日
　至  2024年５月31日)

電力料(千円) 658,911 523,085

燃料費(千円) 1,146,076 909,271

減価償却費(千円) 269,677 280,622

外注加工費(千円) 35,901 32,688

製造原価明細書

原価計算の方法

　原価計算の方法は、板紙関連品については組別総合原価計算、美粧段ボール関連品については個別原価計算を

採用しております。

(注)※主な内訳は次のとおりであります。
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計配当準備積

立金
別途積立金

繰越利益剰
余金

当期首残高 821,070 734,950 29,420 764,370 50,000 58,000 1,091,419 6,215,649 7,415,068

当期変動額

剰余金の配当 △79,993 △79,993

当期純利益 494,920 494,920

自己株式の取得 △548 △548

自己株式の処分 6,029 6,029

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 － － 5,481 5,481 － － － 414,926 414,926

当期末残高 821,070 734,950 34,901 769,852 50,000 58,000 1,091,419 6,630,576 7,829,995

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券評
価差額金

評価・換算差額等
合計

当期首残高 △191,265 8,809,244 1,645,544 1,645,544 10,454,789

当期変動額

剰余金の配当 △79,993 △79,993

当期純利益 494,920 494,920

自己株式の取得 △322,877 △323,425 △323,425

自己株式の処分 4,979 11,008 11,008

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

△22,824 △22,824 △22,824

当期変動額合計 △317,897 102,510 △22,824 △22,824 79,686

当期末残高 △509,162 8,911,755 1,622,720 1,622,720 10,534,475

(３)株主資本等変動計算書

前事業年度(自　2022年６月１日　至　2023年５月31日)
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計配当準備積

立金
別途積立金

繰越利益剰
余金

当期首残高 821,070 734,950 34,901 769,852 50,000 58,000 1,091,419 6,630,576 7,829,995

当期変動額

剰余金の配当 △83,228 △83,228

当期純利益 1,157,182 1,157,182

自己株式の取得

自己株式の処分 3,852 3,852

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 － － 3,852 3,852 － － － 1,073,953 1,073,953

当期末残高 821,070 734,950 38,754 773,704 50,000 58,000 1,091,419 7,704,530 8,903,949

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券評
価差額金

評価・換算差額等
合計

当期首残高 △509,162 8,911,755 1,622,720 1,622,720 10,534,475

当期変動額

剰余金の配当 △83,228 △83,228

当期純利益 1,157,182 1,157,182

自己株式の取得 △76 △76 △76

自己株式の処分 6,295 10,147 10,147

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

617,974 617,974 617,974

当期変動額合計 6,218 1,084,025 617,974 617,974 1,701,999

当期末残高 △502,943 9,995,780 2,240,694 2,240,694 12,236,475

当事業年度(自　2023年６月１日　至　2024年５月31日)
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(単位：千円)

前事業年度
(自　2022年６月１日

　至　2023年５月31日)

当事業年度
(自　2023年６月１日
　至　2024年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 713,295 1,659,180

減価償却費 299,511 312,990

減損損失 － 21,386

投資有価証券売却損益（△は益） △20,238 △9,456

解体撤去引当金の増減額（△は減少） － 62,775

退職給付引当金の増減額（△は減少） 23,790 32,516

受取利息及び受取配当金 △71,631 △81,433

売上債権の増減額（△は増加） △220,354 △93,264

棚卸資産の増減額（△は増加） △108,258 △82,917

仕入債務の増減額（△は減少） △14,093 222,900

その他 310,572 179,824

小計 912,594 2,224,501

法人税等の支払額 △360,607 △300,417

営業活動によるキャッシュ・フロー 551,987 1,924,084

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △284,675 △265,735

有形固定資産の除却による支出 － △6,480

投資有価証券の取得による支出 △10,812 △7,077

投資有価証券の売却による収入 26,730 13,305

利息及び配当金の受取額 71,631 81,433

その他 － △947

投資活動によるキャッシュ・フロー △197,125 △185,502

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △79,951 △82,979

リース債務の返済による支出 △17,577 △24,306

自己株式の取得による支出 △322,695 △76

財務活動によるキャッシュ・フロー △420,225 △107,362

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △65,363 1,631,219

現金及び現金同等物の期首残高 5,029,474 4,964,110

現金及び現金同等物の期末残高 4,964,110 6,595,329

(４)キャッシュ・フロー計算書
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(５)財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(持分法損益等)

該当事項はありません。

(単位：千円)

報告セグメント
合計 調整額

財務諸表計
上額(注)板紙事業

美粧段
ボール事業

計

売上高

外部顧客への売上高 9,578,652 1,291,404 10,870,057 10,870,057 － 10,870,057
セグメント間の内部
売上高又は振替高

177,991 30,234 208,225 208,225 △208,225 －

計 9,756,643 1,321,639 11,078,282 11,078,282 △208,225 10,870,057

セグメント利益又は
損失(△)

661,153 △47,322 613,831 613,831 － 613,831

(単位：千円)

報告セグメント
合計 調整額

財務諸表計
上額(注)板紙事業

美粧段
ボール事業

計

売上高

外部顧客への売上高 10,240,958 1,270,895 11,511,853 11,511,853 － 11,511,853
セグメント間の内部
売上高又は振替高

190,053 27,136 217,189 217,189 △217,189 －

計 10,431,011 1,298,031 11,729,043 11,729,043 △217,189 11,511,853

セグメント利益又は
損失(△)

1,685,732 △3,741 1,681,990 1,681,990 － 1,681,990

(セグメント情報)

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

　当社は、主に中芯原紙・紙管原紙を主体とした板紙と美粧段ボールの製造、販売を主たる事業とし

ており、それぞれ取り扱う製品について包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しているため、報告

セグメントを「板紙事業」及び「美粧段ボール事業」の２つとしております。

　「板紙事業」は、段ボール製造用原紙の一品種である中芯原紙及び紙、布、セロファン、テープ、

糸などの巻しんに使用される紙管原紙の製造販売を、「美粧段ボール事業」は、青果物、食品、家電

製品等の包装箱や贈答箱の製造販売を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理は、財務諸表を作成するために採用される会計処理方法

に準拠した方法であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益に基づいた数値であります。セグメント間の内部収益及び振替

高は市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前事業年度(自　2022年６月１日　至　2023年５月31日)

(注)セグメント利益又は損失は損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当事業年度(自　2023年６月１日　至　2024年５月31日)

(注)セグメント利益又は損失は損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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前事業年度
(自　2022年６月１日
　至　2023年５月31日)

当事業年度
(自　2023年６月１日
　至　2024年５月31日)

１株当たり純資産額 2,280.99円 2,643.30円

１株当たり当期純利益 101.38円 250.19円

前事業年度
(自　2022年６月１日
　至　2023年５月31日)

当事業年度
(自　2023年６月１日
　至　2024年５月31日)

当期純利益(千円) 494,920 1,157,182

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益(千円) 494,920 1,157,182

普通株式の期中平均株式数(株) 4,881,875 4,625,087

(１株当たり情報)

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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